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東北再生への願いを込めて E 
READER'S 

東
北
を
歩
く

小
さ
な
村
田
希
望
を
織
す
る
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補
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版
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東
日
本
大
捷
民
は
車
北
の
よ
平
洋

山
の
町
や
村
を
闘
い
、
命
を
維
い
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
出
つ
け
て

い
っ
た
。
本
性
に
捕
か
れ
て
い
る
の

は
、
提
見
以
前
の
東
北
の
地
で
、
自

然
に
寄
り
添
っ
て
力
強
く
生
き
、
働

く
人
々
の
暗
い
笹
だ
。
読
み
進
め
る

と
彼
ら
の
確
か
な
-
一
弘
遣
い
が
聞
こ
え

る
。
そ
の
聾
が
、
こ
れ
か
ら
厳
し
い

時
代
を
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
苫

者
や
故
山
代
の
帯
創
t
に
つ
な
が
る
よ

う
に
と
の
阪
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

鍵
県
陸
、
世
見
地
を
紡
れ
た
若
者

は
司
、
ヮ
。「
人
々
は
あ
き
ら
め
て
は

い
な
か
っ
た
。
白
然
は
献
し
さ
、
恐

ろ
し
き
だ
け
で
な
く
、
や
さ
し
さ
と

置
か
き
一
を
も
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知

る
人
々
。
す
べ
て
を
失
っ
て
も
な
お

こ
の
地
で
生
き
て
い
こ
う
と
す
る

人
々
。
そ
の
聾
を
た
ず
ね
て
、
も
う

-
鹿
取
北
各
地
を
歩
き
た
い
」。

公共政策を立案するすべての人に贈る基本書 E 
政
策
を
創
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I
考
え
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力
を
身
に
つ
付
る
白『
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策
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地
域
主
槻
町
通
脱
に
よ
り
地
壇
の

虫
怖
に
あ
っ
た

「
世
帯
を
削
る
』
」

が
求
め
ら
れ
る
。
車

H
本
大
淀
誕
の

よ
う
な
米
知
の
事
態
に
遭
過
し
た
と

き

「自
ら
解
決
躍
を
見
出
す
カ
」
を

身
に
つ
け
て
い
れ
ば
、
迅
速
な
対
応

が
可
能
に
な
る
。
本
山
口
で
は
、
そ
ん

な
「政
措
思
考
力
」
が
刊
仰
で
き
る
。

環
境
聖
化
に
耐
‘
ぇ
佐
く
世
置
を
飾

る
た
め
の

「知
能
」、
閃
き
を
体
串

的
持
続
的
な
政
措
に
変
え
る
た
め

の

「知
』
」、
考
え
た
世
帯
を
品
体

化
さ
せ
る

「ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」「
蛾
論

交
渉
」
、
よ
り
よ
い
政
置
に
副
車
さ

せ
る
た
め
の

「診
断
」
の

5
分
野
、

世
河
項
目
か
ら
な
る
解
説
は
‘

-
項

目
完
結
の
構
成
で
、
気
に
な
る
部
分

か
ら
読
め
る
。

車
去
の
常
臓
が
通
じ
な
く
な
っ
た

今
だ
か
ら
こ
そ
、

山
戸
市
体
聡
凸
と
し

て
説
ん
で
お
主
た
い
。
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地
紙
芝
フ
ン
ド
を

引
き
出
す
力

ト
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
田
舎
を
変
え
る
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本
誌
の
迎
組
コ
ラ
ム

「宜
と
地
場

の
肱
日
記
」
の
著
者
の
新
刊
。
宜
の

融
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
世
田

を
駆
け
回
り
、
地
地
に
棋
消
い
た
立

文
化
を
再
発
且
L
、
品
地
の
元
気
を

繋
い
で
提
灯
L
H耽
け
て
き
た
。

布
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
問
内
の
み

な
ら
ず
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ

y
、
イ

ギ
リ
ス
に
も
及
ぶ
。
過
疎
地
や
問
脅

に
も
か
か
わ
ら
ず

「若
者
が
曲
く
場

が
あ
る
、
高
齢
有
が
元
気
、
出
葉
町

新
し
い
展
開
が
あ
る
、
耐
防
衛
に
活

h
H
が
あ
る
、
女
性
が
前
附
す
る
」
な

ど
、
新
た
な
削
遣
と
活
力
を
生
み
出

し
た
地
埴
を
制
介
し
な
が
ら
、
金
λ

械
の
拠
点
か
ら
、
人
モ
ノ
、
そ

し
て
地
域
を
元
気
に
す
る
方
法
を
伝

授
し
て
く
れ
る
。

本
容
の
も
う
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
は
、

「陣
蝿
な
未
来
を
干
ど
も
た
ち
に
手

置
す
こ
と
」
だ
と
い
う
。

• 

進む空間情報の相互利用・管理の共同化 E 

地
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関
本
腹
価
対
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修

型
原
文
筆
空
間
情
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科
鎗
命
現
セ
ン
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寄
付
研
究
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門
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G
I
S
と
い
う
首
車
で
定
着
し
て

き
た
空
間
情
制
。
カ
l
ナ
ピ
の
将
且

や
、
グ
l
グ
ル
マ

ァ
プ
な
ど
ウ
ェ
プ

を
ペ

l
ス
に
し
た
電
子
地
閣
の
利
川

が
逝
み
、
空
間
情
報
は

一
一
肘
身
近
な

も
の
に
な
っ
子
、
。
W
年
に
は

「地
哩

空
間
情
報
活
川
推
進
基
本
法
」
が
制

定
さ
れ
fも

本
骨
は
、
同
法
成
立
に
も
け
れ
献
し

た
東
京
大
学
空
間
情
報
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
が
、

円
前
体
や
地
暗
に
お
け

る
空
間
怖
輔
の
相
互
判
川
や
背
理
町

民
川
化
の
あ
り
方
を
解
脱
し
た
も
の
。

=一
貫
県
、
舵
阜
県
、
熊
本
県
の
統
合

m
G
I
S
の
取
り
組
み
な
ど
具
体
的

事
例
も
書
考
に
な
る
。
車
H
本
大
露

見
か
ら
の
復
興
を
版
、
ヲ
特
別
得
制
や

庫
脱
会
布
も
緊
急
収
録
。
空
間
情
報

基
盤
町
共
同
化
に
よ
り
自
拍
体
の
畢

輔
劫
率
化
、
性
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
大
い
に
効
鼎
が
期
待
で
き
る
。


